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ごあいさつ
　井関グループは１９２６年の創立以来、時代とともに変化する農業に対応し
ながら「農業機械を通じて社会に貢献する」という使命を抱き、創造的な研究
を行ってまいりました。「常に一歩を先んじる」、「商品理念に徹する」、「技術総
力を発揮する」、「アイディアを売り込む」という『技術精神』は、今も技術者
の一人ひとりに連綿と引き継がれています。これまで蓄積してきた全ての技術
力を活用し、これからも農家の皆さまに喜ばれる製品をご提供することにより、
日本と世界の農業に貢献してまいります。
　さて日本農業は今、農地集約による大規模化、畑作・野菜作への作付転換、
先端技術を活用した効率化など、構造的な変化が進んでいます。私たちは、こ
うした変化に対応する高品質で低価格な商品の提供に加え、低コスト農業に役
立つ農業技術や作物体系の多様化に応じた提案を行うなど、ハードとソフトの
両面から積極的な事業活動を展開してまいります。
　海外向けには、従来より欧米市場向けに景観整備用や軽土木用を含めた商品、
中国市場向けには稲作を中心とした商品を提供してきました。近年、食料増産
ニーズが強まるアセアン向けにも、国内で培った稲作技術等を用いた商品を開
発し供給しております。
　井関グループでは、こうした技術力に裏打ちされた知的
財産を「強み」と位置づけております。おかげさまで特許
出願においては、２０１６年度の分野別登録数で第１位と
なりました。併せて２０１６年度の特許査定率につきまし
ても全産業中で第 1 位を獲得しています。本書にて井関グ
ループの研究開発の考え方と活動、成果としての知的財産
の状況と活用等についてご報告いたします。井関グループ
の研究開発および知的財産を重視した取り組みを皆さまに
ご理解頂ければ幸甚に存じます。

代表取締役社長執行役員
木下　榮一郎

農業機械を通じて
社会に貢献

お客さまに喜ばれる
製品の提供

創業者の理念
『農家を過酷な労働から解放したい』

技術精神
「常に一歩を先んじる」「商品理念に徹する」
「技術総力を発揮する」「アイディアを売り込む」
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１．研究開発戦略
 ＜ものづくりの原点＞

　満足、安全、安心、環境を「ものづくり
の原点」とし、研究開発を推進しています。

 ＜国内市場・海外市場への対応強化＞
　３つの中核技術を基にした戦略的な研究開発により、国内市場に
おける農業構造の変化、及び海外市場への対応を強化しています。

■研究開発における重点戦略分野
　「先端技術」 ⇒ スマート農業の実現
　「野菜作関連技術」 ⇒ 作付転換への対応
　「グローバル対応技術」 ⇒ 各国の農業形態への適応 

環境

満足

もの
づくり安全

安心

中核技術

固有技術

重点戦略分野

国内市場・海外市場
対応強化

農業機械
技術

野菜作
関連技術

先端技術

グローバル
対応技術

海外商品
技術

農業関連
技術

電動
農機

環境
対応

情報
通信栽培

関連

整地 移植 収穫

高速
乾燥

ロボット
農機
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２．知的財産戦略
 ＜発明の創出・特許戦略＞

■全社の総意による技術テーマの設定
　技術テーマに基づく創造活動により、特許網を構築し、商品開発の優位性
を高めています。

 ＜意匠・商標戦略＞
■デザインの保護強化とブランド価値の向上
　魅力あるデザインと親しみ易いペットネームを、意匠権・商標権として蓄
積し、他社商品と差別化しています。

 ＜グローバル知的財産戦略＞
■開発・海外担当部門及び各国特許事務所との連携

　各国の市場動向・知的財産状
況の分析精度を高め、各国毎に
有効権利の取得と蓄積に努めて
います。

技術動向の分析 技術テーマの設定

特許公報

明確化 全社
総意

■研究開発
　の方向性

スマート農業関連
ロボット農機関連
次期製品型
中長期製品型
etc

■自社コア技術
　の位置付け

各社
商品情報

トラクタ
GEAS

トラクタ
しろプチ

田植機 自脱型コンバイン

ミニ耕うん機野菜移植機乾燥機
ドライボーイ

籾すり機
スーパーメイト

代表的な登録商標

欧州 中国 北米

ASEAN

※「しろプチ」、「Chocopuchi」は農林水産省「農業女子プロジェクト」と当社のコラボ商品です。
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３．研究開発・教育・知的財産体制

先端技術戦略会議

研究開発体制

連携

発明提案

地域・顧客
ニーズ 販売会社

取引先

試験研究機関
大  学
企  業

開発部門
製造部門
営業部門

共同研究
実証研究

知財教育
知財情報

営業部門

教育体制

開発部門

製造部門

知的財産
法務部

知的財産体制

 ＜研究開発体制＞
■開発・製造・営業の各部門の総合力を発揮
　国内・海外のニーズに迅速に対応する研究開発を推進しています。

■研究機関や大学との連携による共同研究開発
　２０１７年度は、試験研究機関と１２テーマ、大学と２テーマの共同研究
を行っています。

[ 商品開発 ]
■商品特有の技術とノウハウの蓄積
　商品毎に研究開発を行う組織により、固有技術の蓄積を図っています。

■先端技術推進体制の強化
　先端技術戦略会議で議論し、開発の方向性を定めています。

[ ものづくり ]
■高品質・低コストの商品づくり
　２０１６年度の改善提案件数は５万７千件を超え、活発な改善活動が行わ
れています。
　設計・製造・部品調達方法等による低コスト化を図っています。

[ 先端農業への取組み ]
■先端営農技術の研究・普及支援
　夢ある農業総合研究所（夢総研）により、
省力・低コスト栽培等の研究、農業ⅠＣ T や
ロボット技術等の実証研究を推進しています。 夢総研展示ホール
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 ＜教育体制＞
[ 人づくり ]
■開発部門　設計技術の更なる向上
　設計基本技術トレーニングセンター（ⅠE ＴＣ）
にて若手設計者を育成しています。

■製造部門　ものづくりの技能伝承
　ヰセキ・テクニカル・トレーニング・センター

（ⅠＴＴＣ）により、人材育成、国内外の生産拠
点のリーダー育成を推進しています。

■営業部門　技術サービス力の強化
　２０１７年１月、ⅠＳＥＫⅠグローバルトレー
ニングセンター（ⅠＧＴＣ）を設立し、国内外の
セールス・サービスマンを育成しています。

[ 取組み ]
■知的財産教育・創造技能伝承
　経験年数に応じた階層別の知的財産教育を実
施しています。
　ベテラン技術者を中心とした発明創造活動（パ
テントアタック）にて、若手技術者の創造能力と
意欲の向上を図っています。

■井関技術研究発表会
　井関グループにて毎年開催しており、通算で
２７回目となりました。
　研究開発の成果や発明情報を共有すると共に、
討論により相互研鑽を積んでいます。

教育体制を強化し、年間２万件を超える発明提案を継続しています。

 ＜知的財産体制＞
　知的財産法務部が井関グループ全体の知的財産を管理しています。

ⅠE ＴＣ

ⅠＴＴＣ

ⅠＧＴＣ

パテントアタック

井関技術研究発表会

知的財産の
厳格管理

知的財産法務部

体系的な
発明創造活動

発明創作への
インセンティブ
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４．知的財産による事業貢献（具体例）
 ＜井関農機　コイン精米機の歩み＞

　当社では、１９８４年にユニット型コイン精米機を他社に先駆け
て商品化し、新技術を次々と開発しました。
■商品と技術の変遷

昭和58年（1983年）

CP300
当社初のコイン精米機

昭和61年（1986年）

CH300
コインもみすり精米機

昭和59年（1984年）

CP301
ユニット型コイン精米機

昭和60年（1985年）
CP302
ぬか小屋※1

昭和62年（1987年）
CP303
石抜機※2

もち米精米※3

平成3年（1991年）
CPH301

CP304

籾すり・精米部レイアウト※4

平成18年（2006年）
CP403
サイディング外壁※10

平成22年（2010年）
CP410
入口シャッタ
＆クリーン装置※11

平成22年（2010年）

CPM3
玄米投入口扉※12

コンパクト型コイン精米機

平成23年（2011年）
CPH410
ジェット脱ぷファン※13

平成28年（2016年）
CP413
機械室ぬかボックス※14

平成8年（1996年）

料金減算表示※5

客室ぬか持ち帰り※6

CP400・CPH400
平成12年（2000年）

（平成15年から）

米返却機能※7

もみ・玄米自動識別※8

無洗米精米※9

　コイン精米機の普及を通じて、玄米流通の自由化に伴う消費者
のニーズに応えてまいりました。
主要技術の権利番号（※印の補足）
1  特公平 7-32882 号（権利消滅） 6  特許第 3707157 号（権利消滅） 11  特許第 5780341 号
2  特公平 4-23583 号（権利消滅） 7  特許第 3807450 号（権利消滅） 12  特許第 5471950 号
3  特公平 6-16858 号（権利消滅） 8  特許第 3755280 号 13  特許第 5621963 号
4  特許第 2702367 号（権利消滅） 9  特許第 3719035 号 14  特許第 5838731 号
5  特許第 3489238 号（権利消滅） 10  意匠登録第 1289650 号
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 ＜野菜作関連商品＞
■ミニ耕うん機“ちょこプチ”
　農林水産省「農業女子プロジェクト」とⅠＳＥＫⅠのコラボ商品第２弾。
　シックでナチュラルなグレージュカラー（グレー×ベージュ）を採用しました。
　エンジン始動手順をわかりやすく機体に表示しています。

■大根引抜機“ＶＨＤ１０２- Ｓ”
　大根を引き上げ、茎葉部を切断し、手作業での回収を容易化。
　大根収穫に要する労力と工数を低減できます。

≪農業食料工学会 平成２９年度開発賞≫
　各地域の栽培体系にあわせて高
能率で使いやすい、全自動野菜移
植機ＰＶＺ１シリーズが、農業食
料工学会 開発賞を受賞しました。

燃料缶置き台
　ハンドルに沿う収納姿勢から水平姿勢
に回動させ、給油作業を容易化します。

苗トレイ搬送装置
　収容株数の異なる苗トレイでも、搬送
ストロークの切替操作が不要です。

切断茎葉排出機構
　切断後の茎葉を引起装置の伝動機構と
は反対側に排出し、茎葉の回収を容易化
します。

株間調節装置
　手元スイッチにより、1cm 刻みで株
間調節が可能です。

胴切断装置
　大根の上部を切断することにより、収
穫後の加工作業を省力化します。

■全自動野菜移植機“ＰＶＺ１シリーズ”
　デザインを一新し、新機能を搭載。
　高能率・高精度の植付作業を容易に行えます。
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 ＜事業戦略への知的財産の活用＞
国内では、ⅠＣＴ化やロボット化など先端技術の権利化を推進しています。　
海外では、各地域特有の使用環境に適応する技術の権利化に努めています。

[ 国内事業戦略　～日本農業変化への対応～ ]
■直進アシスト田植機“オペレスタ”
　可変施肥田植機に続きスマート田植機第 2 弾として、ＧＰＳ測位により自
律直進する田植機「ＮＰ８０Ｚ」を開発しました。
　田植作業の高精度化・省力化に貢献します。

　今後も、農林水産省のガイドラインに沿って、実用化に向けた
研究開発を進めてまいります。

■ロボットトラクタ
　日本農業で深刻化する人手不足の解消と併せ、作業の効率化に貢献します。
　２０１８年の商品化に向けて開発中です。

ロボットトラクタ

あぜ接近警報装置
　あぜに近付いたとき、ブザーで警報した
後に自動で減速し、停車します。

直進アシストレバー
　直進基準線算出用の基準点の登録と直進
アシストの入切が可能です。

直進アシストモニター
　直進走行中に大きなズレが生じたとき、
ハンドルの手動操作方向を案内表示します。
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[ 海外事業戦略　～グローバルマーケットへの対応～ ]
■欧州向け大型フロントモーア　ＳＦ４５０・４３８
　プロ用の大型フロントモーアを欧州市場に投入しています。　
　集草作業性に優れ、景観整備に貢献します。

■中国向け防除機　ＪＫＢ１８Ｃ
　廉価型の防除機を中国市場に投入しています。
　薬液の飛散を防止し、作業環境に配慮しています。

■東南アジア向けトラクタ　ＮＴシリーズ
　過酷な長時間作業に耐えうる基本性能を備えたトラクタを東南アジア市場
に投入しています。
　現地の環境に適応する機能を備えております。

ブロワ回転ブレーキ機構
　集草用ブロワの停止操作時に、回転が即座に停止
するので、安全性が高まります。

マルチングキット
　モアデッキに装着することで、刈草をモアデッキ
内に案内し、回転刃で細断して放出できます。

低重心車体
　集草用ブロワの伝動ケースとエンジンを連結した
車体ボディを低位置に配置することで、安定した走
行が行えます。

防護ガード
　座席の前方と左右側方を透明板で覆うことで、薬
液が作業者にかかるのを防止できます。

大型キャノピー
　周囲にガードフレームを備えた大型のルーフに
より、作業者を強い日差しから守ります。

着脱式ロプスフレーム
　大型のルーフを強固に支持し、着脱も容易に行
えます。

安全カバー
　ボンネットの側面を開放して放熱性を高めつ
つ、回転部分を覆うカバーにより安全性を高めて
います。
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５．知的財産状況・表彰関係
 ＜知的財産状況＞

[ 特許出願の分野別登録数、特許査定率 ]
■分野別登録数　 ２０１６年　第１位

■特許査定率　 通算１２年　全産業中 第１位

分野 その他の特殊機械
年 ２０１６

順位  出願人名  登録数（件）
１ 井関農機株式会社 １８２
２ 株式会社クボタ １３６
３ ヤンマー株式会社 ８０
４ 東レ株式会社 ７９
５ 株式会社ブリヂストン ７８

※特許行政年次報告書２０１７年版では、従来の
分野別公開数から分野別登録数に公表内容が変更
されております。

（ご参考：分野別公開数）
　２０００年～２００６年の「農水産分野」及び
分野編成が変更された２００７年～２０１４年の

「その他の特殊機械分野」で通算１５年連続第
１位です。

分野 農　水　産 その他の特殊機械

年 ２０００～ ２００６ ２００７～ ２０１４

順位 １位

年 ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６
特許査定率（% ）８４. ６ ８３. ７ ９０. ４ ８９. ３ ８５. ８ ８８. ５ ９１. ８ ９１. ８ ９４. ７ ９７. ０ ９９. ２ ９７. ５ １００

順位 １位 ２位 １位
※特許査定率＝特許査定件数 /（特許査定件数 + 拒絶査定件数 + 取下・放棄件数） 
　[ 取下・放棄件数＝拒絶理由通知の後に取下げまたは放棄した件数 ]
　特許行政年次報告書２００２年版～２０１７年版に基づく。

[ 保有状況 ]
■国　内
　有効権利の取得と蓄積に努め、特許権は２, ６００件を超えた件数を維持
し、意匠権は年々増加しています。

■海　外
　欧米、アジア諸国の知財制度を有効活用し、積極的に出願しています。
　保有権利数は５年間で２倍以上に増加しました。

特許権数

外国特許・実用新案権数

意匠権数

外国意匠権数
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 ＜表彰関係＞
[ 受賞の歴史 ]
　農業用機械技術への貢献に関して国家勲章・褒章、文部科学大臣表彰、
発明表彰等を受賞する多くの技術者を輩出しています。

■創業者の発明
１９５２年
　創業者　井関邦三郎の「回転脱穀機に於ける送風力自動調整装置」の発
明が㈳発明協会の「全国発明表彰」を受賞しました。

■自脱型コンバインの開発と普及の功績
１９９３年
　当社が日本で始めて実用化に成功した自脱コンバインの開発と普及の功績
として「農業試験研究一世紀記念会　記念会会長賞」を受賞しました。

■産業財産権制度活用優良企業等表彰
２００８年
　当社の伝統である知的財産重視の経営が評価され、「知財功労賞」（特許
庁長官表彰）を受賞しました。

■全国発明表彰・地方発明表彰
　公益社団法人 発明協会の表彰を毎年受賞しています。

[ ２０１６年度四国地方発明表彰 ]
■愛媛県発明協会会長賞　１ 件
　特許第５８３８６１８号　　トラクタの走行変速装置

■発明奨励賞　２ 件
　特許第５２１２４１９号　　脱穀機における選別棚の清掃装置
　特許第３７８３６４２号　　施肥機

発明表彰受賞件数 ２１１件（２０１６年１０月現在）

■全国発明表彰
　　  １８件

発明協会会長賞 １件
朝日新聞社賞 １件

２件
１４件

■地方発明表彰
　　１９３件

文部科学大臣発明奨励賞（科学技術庁長官発明奨励賞） ９件
特許庁長官奨励賞 ６件
経済産業局長賞（四国通商産業局長賞） ８件
発明協会会長奨励賞 ７件
日本弁理士会会長奨励賞 ４件

合計 ３４件
愛媛県発明協会会長賞（支部長賞） １５件
優秀賞他 ３７件
発明奨励賞 １０６件
奨励功労賞 １件

特 別 賞

特 別 賞

特 賞
発 明 賞

11



６．トピックス

７．知的財産関連の訴訟情報

 ＜第７回ロボット大賞　優秀賞＞
　２０１６年の第７回ロボット大賞において、当社の「土壌センサー搭載型
可変施肥田植機（ＮＰ８０ーＦＶ）」が優秀賞に選定されました。
　ロボット大賞とは、経済産業省、一般社団法人日本機械工業連合会、農
林水産省他４省が共催し、日本のロボット技術の発展やロボット活用の拡大
等を促すための表彰制度です。

　国内外共に経営に影響を与える知的財産権訴訟の継続中の案件はありま
せん。
　事業、研究開発の推進にあたって、細心の注意をはらい、知的財産戦略
を着実に実行いたします。

　稲の生育ムラや倒伏の軽減、施肥量
の低減を可能とし、省力・低コスト農業
につながる点が評価されました。

　井関グループは、これからも農業を革新する商品の開発に尽力
してまいります。
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社　名 井関農機株式会社 （ISEKI＆ CO.,LTD. ）

本　社 愛媛県松山市馬木町 700 番地

本社事務所 東京都荒川区西日暮里 5 丁目 3 番 14 号

創　立 1926 年 8 月（大正15 年 8 月）

資本金 23,344 百万円　（2016 年 12 月 31日現在）

従業員 連結：5,853 名　（2016 年 12 月 31日現在）

事業内容 当社はつぎの製品の製造及び販売を主要な事業内容として
おります。

整地用機械…トラクタ、耕うん機、乗用管理機、芝刈機
栽培用機械…田植機、野菜移植機
収穫用機械…コンバイン、バインダ、ハーベスタ
調製用機械…籾すり機、乾燥機、精米機、計量選別機、野菜収穫調製機
その他………作業機、防除機、補修用部品、農業用施設

[ 注意事項 ]
1．本報告書は情報提供を目的としており、本報告書により何らかの行動を勧誘するものではありません。
2．本報告書に記載されている当社の見通し、計画、方針、見込み、戦略、事実認識等、将来に関する記述

をはじめとする分析は、当社が現在入手している予測、想定、計画等の情報に基づくものであります。
3．予測を行うには、すでに実現した事実以外に、一定の前提を使用しています。その前提については、客

観的に正確である、あるいは将来実現するという保証はありません。その前提は、国内外の技術や需要
動向、経済情勢、競合等の状況にかかわるものであり、前提が変化する結果、本報告書で述べられている、
すでに実現した事実以外の事項は変更する可能性があります。

4．本報告書に記載している保有権利数等の知的財産データは、当社単独によるものであり関係会社を含ん
でいません。

会社概要



グリーン購入に取り組みましょう。 石油系溶剤を低減した
大豆油インキを使用しています。

知的財産報告書はWebでもご覧いただけます

会社ホームページ「企業情報」→「知的財産報告書」
http://www.iseki.co.jp/company/intellectual/

井関

知的財産報告書
2017年版

井関農機株式会社

〒791-2193　愛媛県伊予郡砥部町八倉１番地
Tel.（089）956ー9810
Fax.（089）956ー9818
ＵＲＬ： http://www.iseki.co.jp/
E-mail： shared-s41300@iseki.co.jp

報告書に関するお問合せ先
井関農機株式会社　開発製造本部　知的財産法務部

2017年11月発行




